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〔論文審査の要旨〕 

本論文は，2011 年に発生した福島第一原発事故に伴ういわゆる「風評被害」に着目し，消

費者行動の背景にある消費者の潜在的態度に関する心理学研究の成果をまとめたものであり，

全5章から構成される。 

第 1章では，福島第一原発事故によって福島県産の農水産物（以下，「福島県産」）が放射線

に汚染されているという噂が広まり，いわゆる「風評被害」が今なお続いているという現実が

説明された。例えば，自治体が行っている放射性物質モニタリングによって，「福島県産」は

安全であることが科学的に証明されているが，実際の市場では低い価格で取引きされている。

しかし，様々な質問紙調査において，消費者は「福島県産」に対してポジティブな評価をして

いるという結果が報告されている。ポジティブな評価をしているにもかかわらず，なぜ消費者

は「福島県産」を買わないのであろうか。本論文は，このパラドクスの解明を目的とした。 

第 2章では，人間の態度には，顕在的態度と潜在的態度があることが説明された。顕在的態

度は，主に質問紙調査によって測定されるものである。つまり，第1章で紹介した「福島県産」

に対する消費者のポジティブな評価は，顕在的態度を反映していると考えられる。一方，潜在

的態度は，社会心理学の分野で開発された潜在連合テスト（Implicit Association Test: IAT）

によって測定可能である。多くの場面で，顕在的態度と潜在的態度は乖離するため，消費者行

動を理解するためには，顕在的態度だけでなく潜在的態度も測定する必要がある。本論文は，

消費者の潜在的態度がネガティブであり，それが「福島県産」に対する買い控えを生み出して

いる，という仮説を立てた。  

第 3 章では，「福島県産」に対する消費者の顕在的態度および潜在的態度を測定した実験が

報告された。IAT および質問紙調査を組み合わせた実験を行った結果，「福島県産」に対する

消費者の顕在的態度はポジティブであるのに対し，潜在的態度はネガティブであること，その

傾向は，広島よりも東京に居住する消費者において顕著に見られること，が明らかにされた。

第4章では，消費者の個人差に注目した実験を行った。消費者の感染脆弱意識を質問紙調査

によって測定し，IAT の結果と併せて検討した。その結果，「福島県産」に対するネガティブ

な潜在的態度は，感染脆弱意識（特に感染嫌悪）の高い消費者において強く見られること，が



明らかにされた。 

第 5章では，第 3，4章で得られた実験結果に基づいて，総合考察が行われた。実験の結果

は，「福島県産」に対する消費者の顕在的態度と潜在的態度は乖離していることを示しており，

「福島県産」に対する買い控えを生み出しているのが，消費者のネガティブな潜在的態度であ

る可能性が示され，本論文の仮説は支持された。さらに，消費者の潜在的態度を修正する方法

も提案された。 

本論文は，消費者の買い控えを引き起こす心理的要因を検討した。その結果，消費者の潜在

的態度は顕在的態度と乖離し，それが買い控えを生み出す可能性があることを明らかにした。

潜在的態度が直接的に買い控えに結びついているのか，については今後検討すべき課題として

残されているが，本論文は消費者行動を生み出す心理的要因に関して新知見を与えるものであ

る。また本論文は，福島県における放射線災害の問題に限らず，いわゆる「風評被害」から回

復するための科学的手法の提案につながるものであり，この点でも社会的意義は大きい。 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるもの

と認められる。 
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